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　青森県埋蔵文化財調査センターは、平成２０年度に県道戸来
十和田線凍雪害防止事業予定地内に所在する明戸・高屋遺跡
の発掘調査を実施しました。なお、明戸遺跡は昭和５７年度・
５８年度・平成１８年度に十和田市教育委員会が発掘調査を実
施しています。 
　調査の結果、明戸遺跡では縄文時代前期の竪穴住居跡、土坑、
埋設土器、中期のフラスコ状土坑、後期の竪穴住居跡などの遺
構や、同時期の土器、石器、土製品、石製品、晩期の土器、石 
器、土製品など数多くの遺物が発見されました。特に、前期の
大型竪穴住居跡の発見は、同時期に大きな集落跡があることが
分かりました。高屋遺跡では、主に縄文時代中期の竪穴住居跡、
土坑などの遺構や、土器、石器などの遺物が発見され、同時期
の集落跡のあることが分かりました。 
　本報告書は、平成２０年度明戸・高屋遺跡発掘調査事業の調
査成果をまとめたものです。この成果が今後、埋蔵文化財の保
護と研究等に広く活用され、また、地域の歴史を理解する一助
となることを期待します。 
　最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解を
いただいている青森県県土整備部道路課にお礼申し上げるとと
もに、発掘調査の実施と報告書の作成にあたりご指導、ご協力
をいただきました関係各位に対し、心より感謝いたします。 
 
平成２２年３月 
 
 


青森県埋蔵文化財調査センター　 


所　長　新　岡　嗣　浩 


序 







例　　　言 


１　本書は、青森県県土整備部道路課による県道戸来十和田線凍雪害防止事業に伴い、青森県埋蔵文


化財調査センターが平成20年度に発掘調査を実施した十和田市明戸遺跡・高屋遺跡の発掘調査報告


書である。発掘調査対象面積は4,000㎡、発掘調査面積は2,300㎡である。


２　明戸遺跡、高屋遺跡の所在地は、青森県十和田市大字滝沢字明戸・高屋地内、青森県遺跡番号は、


明戸遺跡が206029、高屋遺跡が206070である。


３　明戸遺跡、高屋遺跡の発掘調査報告書は青森県教育委員会が刊行する初めての報告書である。


４　発掘調査及び整理・報告書作成の経費は、発掘調査を委託した青森県県土整備部道路課が負担した。


５　発掘調査から整理・報告書作成までの期間は、以下のとおりである。


　　　発掘調査期間　　　　　　平成20年８月５日〜11月28日


　　　整理・報告書作成期間　　平成21年４月１日〜平成22年３月31日


６　本書は、青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆と編集は、


青森県埋蔵文化財調査センター成田滋彦副参事（１GM）、岩田安之文化財保護主事、斉藤慶吏文化財


保護主事が担当し、文末に執筆者名を記した。依頼原稿については、文頭に執筆者名を記した。


７　発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務については委託により実施した。


　　　航空写真撮影　　　　　　株式会社シン技術コンサル


　　　石器の石質鑑定　　　　　弘前大学　柴　正敏


　　　出土火山灰の同定・分析　弘前大学　柴　正敏


　　　炭化種実の同定　　　　　株式会社パレオ・ラボ


　　　炭化物の放射性炭素年代測定


　　　　　　　　　　　　　　　株式会社加速器分析研究所


　　　縄文土器の実測　　　　　株式会社シン技術コンサル


　　　石器の実測　　　　　　　株式会社ラング


　　　遺物写真撮影　　　　　　土器　シルバーフォト（青森市）


　　　　　　　　　　　　　　　石器　スタジオエイト（青森市）


８　発掘調査成果の一部は、発掘調査報告会等において公表しているが、これらと本書の内容が異な


る場合は、正式報告として刊行する本書がこれらに優先する。


９　発掘調査及び整理・報告書作成における出土品、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調


査センターが保管している。


10　発掘調査及び整理・報告書作成に際して、下記の方々と機関からご協力・ご指導を得た（敬称略、


順不同）。


　十和田市教育委員会　大久保学　小笠原雅行　三宅徹也　瀬川滋　福田友之　永嶋豊　木村淳一


　茅野嘉雄　村元恵一郎


11　本書に掲載した地形図は（遺跡位置図等）は、国土地理院発行の地形図及び青森県県土整備事務


所発行の500分の１用地平面図を複写して使用した。


12　測量原点の座標値は、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系による。







13　挿図中の方位は、すべて世界測地系の座標北を示している。


14　全体図等の縮尺は、紙面にあわせて設定し、各挿図毎にスケール等を示した。


15　遺構については、検出順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺構に使用した略号は、以


下のとおりである。


　　SI−住居跡　SK−土坑　SD−溝跡　SR−埋設土器　SX−性格不明遺構


16　遺構実測図の土層断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。


17　遺構実測図の縮尺は、原則として住居跡の炉跡等は１／30、住居跡は１／60、土坑、ピット等は


１／40、埋設土器１／30、溝跡１／50に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。


18　遺構実測図に使用した網かけの指示は、以下のとおりである。


　　　　　　骨　　　　　　硬化範囲・粘土　　　　　　焼土　　　　　　炭化物


19　遺跡の基本土層にはローマ数字、遺構内堆積土層には算用数字を使用した。


20　基本土層・遺構内堆積土層の色調表記等には、『新版標準土色帖　2003年度版』（小山正忠・竹原


秀雄）を使用した。


21　遺物については、取り上げ順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺物に使用した略号は、


以下のとおりである。


　　P−土器　S−石器　C−炭化物


22　遺物実測図には、挿図毎に１から通しの図番号を付した。同一個体と考えられる土器等には、図


番号に小文字アルファベットを組み合わせて表記した。


23　遺物実測図の縮尺は、原則として縄文土器は１／３（拓本付きのもの）、１／４、土製品は１／２、


剥片石器は１／２、礫石器・軽石製品は１／３、１／６（石皿、台石類などの大型のもの）、石製品


１／２、骨角器は２／３に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。


24　遺物実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。


　　　　　　タタキ・クボミ　　　　　スリ


25　遺物観察表・計測表に使用した略号については、各表毎に指示内容を示した。土製品、石製品等


の計測値は、長さ×幅×厚さ（㎝）・重さ（ｇ）の順に表記したが、（　）内の数値は現存値である。


26　遺物写真には、遺物実測図と共通の図番号を付した。


27　遺物写真の縮尺は不同である。
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　十和田市教育委員会は、昭和58年に畑地転換に伴う土地改良の事業に伴って、明戸遺跡の発掘調査


を実施した。調査の結果、縄文時代前期〜晩期の遺跡であることが判明し、特に縄文時代晩期の遺物


では優品が多く出土した。


　平成18年に県道戸来十和田線凍雪害防止事業の実施計画に伴い事業予定地内に所在する埋蔵文化財


の取り扱いについて、青森県県土整備部道路課と青森県教育庁文化財保護課が協議をおこなった。


　平成19年10月15日〜26日にかけて文化財保護課は予定地内の試掘調査を実施し、遺構・遺物の有無


及び遺構の分布を確認した。試掘調査の結果、取り扱いの協議を経て本発掘調査を実施することとした。


　平成20年６月18日に上北地域県民局地域局整備部・文化財保護課・埋蔵文化財調査センターで調査


地点の確認など最終打ち合わせを実施し、同年８月から本発掘調査を実施した。


　明戸・高屋遺跡に係わる土木工事等のための発掘通知は、平成20年４月に上北地域県民局長名で提


出され、同年４月に青森県教育委員会教育長から当該発掘前における埋蔵文化財の記録の作成を目的


とする発掘調査の実施が指示された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成田）


（１）発掘作業の方法


　平成19年度に青森県教育庁文化財保護課が実施した確認調査により、縄文時代の遺物とピットが発


見されているため、縄文時代の遺構調査に重点をおいて、集落の時期・構造を把握できるような調査


方法を採用した。


　〔測量基準点・水準点の設置〕


　道路改良工事のために設定した座標を有する基準点から標準の座標を備えた20ｍ間隔の実測基準


点（方位に合わせた一辺20ｍの方眼点）をトータルステーションを用いて設置し、これを基準とし


て４ｍ×４ｍのグリッドを設定した。各グリッドは、南から北に算用数字、西から東にローマ数字と


英語のアルファベットを組み合わせたものを付けて、その南西隅の組み合わせで呼称した。実測基準


点となったグリッドの国土座標は、ⅠP-30グリッドがX=58420・Y=32512、ⅠU-70グリッドがX=58530・


Y=32532等である。測量原点には、既存成果（平成16年度　明戸遺跡第３次発掘調査に伴う土地測量


等委託業務）を利用し、B.14（世界測地系でX=58431.301・Y=32497.364）、B.13-1（同X=58416.407・


Y=32510.956）等を基準点として使用した。レベル原点も、既存成果（前出）のB.14（地盤高


112.478ｍ）を与点として、50㎝間隔で切りのよい標高をもったベンチマークを数ヶ所設置した。


　〔基本土層〕


　遺跡の基本土層については表土から順にローマ数字を付して呼称した。同じ層の中でさらに層が分


かれる場合はⅡ−１のように枝番を付した。


　〔表土等の調査〕


　平成19年度の確認調査により、表土から縄文時代の遺構確認面までは近代以降の造成による撹乱で


あることが分かったので、重機を併用して掘削の省力化を図った。出土した遺物は、適宜地区単位で


第１章　調査の概要


第１節 調査にいたる経過


第２節 調査の方法


第１章　調査の概要 
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層位毎に取り上げた。


　〔遺構の調査〕


　検出遺構には、原則として確認順に種類別の番号を付けて精査した。堆積土層観察用のセクション


ベルトは、遺構の形態、大きさ等に応じて、基本的には４分割または２分割で設定したが、遺構の重


複や付属施設の有無等により必要に応じて追加した。遺構内の堆積土層には、算用数字を付けて、ロ


ーマ数字を付けた基本土層と区別した。遺構の平面図は、主に(株)アイシン精機製「遺構実測支援シ


ステム」を用いてトータルステーションによる測量で作成した。遺構の堆積土層断面図や竪穴住居跡


に伴う炉等の平面図、埋設土器、出土遺物の形状実測図は、簡易遣り方測量等で縮尺1/20・1/10の実


測図を作成した。遺構内の出土遺物については、遺構単位・遺構内地区単位で層位毎にまたは堆積土


一括で取り上げたが、床面（底面）や炉の出土遺物、特異な遺物、復元可能な遺物などについては、


トータルステーションや簡易遣り方測量により、必要に応じて縮尺1/20・1/10のドットマップ図・形


状実測図等を作成した。


　〔竪穴住居内捨て場の調査〕


　４ｍグリッドを基本として２ｍの小区画を設定し、その区画毎に上層から層位毎に掘削を行ったが、


復元可能な遺物やセクションベルト内の遺物は、トータルステーションにより、ドットマップ図を作


成できるように位置・標高情報をもたせて取り上げた。


　〔写真撮影〕


　写真撮影には、原則として35㎜モノクローム、35㎜カラーリバーサルの各フィルム及び1,220万画


素のデジタルカメラを併用し、発掘作業状況、土層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況・


精査状況・完掘後の全景について記録した。また、必要に応じて６×７中判カメラを使用したほか、


業者に委託して、ラジコンヘリによる遺跡及び調査区域全体の空中写真撮影を行った。


（２）整理・報告書作成作業の方法


　調査の結果、明戸遺跡では、縄文時代の住居跡10軒、土坑10基、埋設土器10基、時期不明の溝跡


１条、縄文時代以降（縄文時代を含む）のピット129基が検出され、縄文時代の土器・石器等の遺物


が415箱出土した。高屋遺跡では、縄文時代の住居跡５軒、土坑18基、縄文時代以降のピット69基、


近世以降のマウンド１基が検出され、縄文時代の土器・石器等の遺物が20箱出土した。縄文時代の集


落の時期・構造等を解明するため、住居跡をはじめとする各遺構の構築時期と集落の変遷、捨て場の


形成過程等の検討に重点をおいて整理･報告書作業を進めた。


　〔図面類の整理〕


　遺構の平面図は主にトータルステーションによる測量で作成したため、整理作業ではこれを原則と


して縮尺20分の１で図化し、簡易遣り方測量で作成した堆積土断面図や炉等の付属施設との図面調整


を行った。また、遺構台帳・遺構一覧表等を作成して、発掘作業時の所見等を整理した。


　〔写真類の整理〕


　35㎜モノクロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、35㎜カラーリバーサルフィ


ルムは発掘作業状況、包含層遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファイ


ルに収納した。また、デジタルカメラのデータは35㎜カラーリバーサルフィルムと同様に整理してタ
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イトルを付けた。


　〔遺物の洗浄・注記と接合・復元〕


　縄文時代の遺構出土遺物及び包含層出土遺物を優先的に洗浄し、接合・復元作業を早期に進めるよ


うにした。遺物の注記は、調査年度、遺跡名、出土区・遺構名、層位、取り上げ番号等を略記したが、


剥片石器等、直接注記できないものは、収納したポリ袋に注記した。接合・復元にあたっては、同一


個体の出土地点・出土層等の整理を怠らないようにした。


　〔報告書掲載遺物の選別〕


　遺物全体の分類を適切に行った上で、遺構に伴って使用・廃棄（放置）された資料、遺構の構築・


廃絶時期等を示す資料、遺存状態が良く同類の中で代表的な資料、所属時代（時期）・型式･器種等の


分かる資料等を主として選別した。


　〔遺物の観察・図化〕


　十分観察した上で、遺物の特徴を適切に分かりやすく表現するように図化した。特に、縄文時代の


復元個体については、極力拓本を使用せず、すべて実測図を作成するようにした。また、遺物台帳・


観察表・計測表等を作成した。


　〔遺物の写真撮影〕


　業者に委託して行ったが、実測図等では表現しがたい質感・雰囲気・製作技法・文様表現等を伝え


られるように留意した。


　〔自然科学分析〕


　住居跡の埋没期間を推定するための放射性炭素年代測定、住居内に廃棄された炭化種実の同定を業


者に委託して行い、火山灰の同定、石器の石材の鑑定は弘前大学理工学部　柴　正敏教授に依頼して


行った。


　〔遺構・遺物のトレース・版下作成〕


　遺構・遺物の実測図やその他の挿図のトレースは、手作業と Adobe社製 Creative Suite、(株)ア


イシン精機製「トレースくん」を用いたデジタルトレースを併用した。実測図版・写真図版等の版下


作成は、基本的に手作業で行った。遺構内出土遺物のうち、床面（底面）出土遺物や竪穴住居跡の炉


出土遺物等については、原則として遺構の平面図にそのドットマップ図・形状実測図等を掲載した。


　〔遺構の検討・分類・整理〕


　各遺構毎に種類･構造的特徴・出土遺物・他の遺構との新旧関係等に関するデータを整理し、構築


時期や同時性・性格等について検討を加えた。


　〔遺物の検討・分類・整理〕


　遺物を時代・時期・種類毎に整理し、出土遺物全体の分類・器種構成・個体数等について検討した。


　〔調査成果の検討〕


　遺構・遺物の検討結果を踏まえて、縄文時代の時期・構造・変遷等について検討・整理した。


（１）発掘作業の経過


　平成20年度の明戸・高屋遺跡発掘調査は、調査委託者の要望に応えて、調査対象面積4,000㎡を対


第３節 調査の経過
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象として（図１）、８月５日から10月31日までの発掘調査期間で実施することになった。平成19年度


に青森県教育庁文化財保護課の確認調査で、縄文時代の遺物が相当量確認されていたため、表土から


順次掘り下げて、縄文時代の遺構検出・調査の順に発掘作業を進めることにした。


　　発掘調査体制は、以下のとおりである。


　　　調査主体　　青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　　　　　　　所長　　　　　　　　伊藤博文（現青森県総合社会教育センター所長）


　　　　　　　　　　次長（調査第一ＧＬ）工藤　大（現次長）


　　　　　　　　　　総務ＧＬ　　　　　　櫻庭孝雄（平成21年３月退職）


　　　　　　　　　　文化財保護主事　　　岩田安之（発掘担当者）


　　　　　　　　　　文化財保護主事　　　斉藤慶吏（発掘担当者）（現青森県教育庁文化財保護課）


　　　　　　　　　　調査補助員　　　　　梅田裕哉　工藤敬大　古川紗緒里　佐藤大介


　　専門的事項に関する指導・助言　　


　　　調査指導員　村越　潔　国立大学法人　　弘前大学人文学部名誉教授（考古学）


　　　調査員　　　藤沼邦彦　前国立大学法人　弘前大学人文学部教授（考古学）


　　　　　　　　　関根達人　国立大学法人　　弘前大学人文学部准教授（考古学）


　　　　　　　　　松山　力　日本地質学会会員　


　発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


　〔平成20年度〕　明戸遺跡


６月10日　　十和田市教育委員会と発掘作業員の募集方法と調査区域内の十和田市所有の土地を調査


する際の手続きについて打合せを行う。現地で調査事務所設置箇所、駐車場使用箇所など


について打合せを行う。


６月18日　　上北地域県民局地域整備部（調査委託者）、青森県教育庁文化財保護課と調査前の打合


せを行い、発掘作業の進め方等について再度確認した。


７月　　　　調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置、駐車場の整備等、事前の


準備作業を行った。


８月５日　　発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備後、調査区域内の草刈りを行い、南端部Ａ−１区、


中間部のＢ−１区から発掘作業を開始した。測量基準点・水準点は既存の測量点に基づい


て４ｍ単位のグリッドを設定した。


８月　　　　明戸遺跡Ａ−１区は、近代以降の水田造成のための削平、Ｂ−１区は宅地造成の削平に


より、遺構確認面までは撹乱層であったため重機を併用して効率的に掘削した。排土は調


査区を区切り未調査区内に仮置きし、調査の終了した箇所に埋め戻すことにした。


８月下旬　　Ａ−１区南半分の遺構検出を行い、縄文時代前期後半から中期前半と推測される竪穴住


居跡、土坑等を確認した。


９月上旬　　Ａ−１区南半分の調査を終了した。Ａ−１区北半分の調査を開始した。


９月下旬　　Ａ−１区北半分では竪穴住居跡を確認したが、いずれも調査区域外に住居範囲が延びて


おり全体形を把握することはできなかった。Ａ区の調査は終了した。Ｂ−１区の調査も終


了した。Ｂ−２区上層からは縄文時代晩期に属する遺物とともに、骨も多く発見されたため、
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図１　調査区域図


　　　　　昭和58年の調査で確認された土坑墓の存在が今回の調査でも期待された。しかし、骨は原


形を留めているものはほとんどなく、同定はほぼ不可能に近い状態で検出された。また宅


地造成に伴う削平が激しいこともあり、土坑墓は確認できなかった。
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10月上旬　　Ｂ−２区で縄文時代前期後半の大型竪穴住居跡（SI-04）が確認され、調査を開始した。


さらにＢ−３区では現在の河川に向かって落ち込む谷地形が確認され、その落ち際沿いに


フラスコ状土坑が数基確認された。


10月８日　　調査員松山力氏に遺跡周辺の地形、地質について、現地指導をしていただく。


10月下旬　　大型竪穴住居跡のSI-04内の堆積土上層が、土器・石器等の大量に出土するいわゆる捨


て場の堆積状況を呈していたために遺物の取り上げに手間取り、期間内での終了が困難に


なった。そのため、11月まで調査期間を延長した。


10月29日　　調査指導員村越潔氏、調査員藤沼邦彦氏、関根達人氏に現地指導をしていただく。


11月20日　　高所作業車を使用し、大型竪穴住居跡の写真撮影を行った。


11月25日　　遺構の精査終了後、(株)シン技術コンサルに委託して、遺跡及び調査区全体の空中写真


撮影を行った。


11月28日　　すべての発掘作業を終了し、発掘器材・出土品等を搬出した後、現地から撤収した。


12月９日　　所轄の警察署に文化財保護課から遺物発見届を提出した。


　〔平成20年度〕　高屋遺跡


８月27日　　高屋遺跡Ａ区の掘削を開始する。高屋遺跡も明戸遺跡と同様、撹乱が激しい箇所は重機


を併用し、作業の効率化を図った。


９月上旬　　Ｂ区、Ｃ区の掘削を開始する。


９月９日　　Ａ区南端にある近世以降の所産と考えられるマウンドの調査を開始する。


９月下旬　　Ｅ区の掘削を開始する。Ｄ区、Ｅ区で縄文時代中期末と推測される竪穴住居跡、縄文時


代と推測される土坑等が検出されたが、Ａ区は現代の削平が激しく、そのためもあってか


遺構の密度は希薄であった。Ｂ区では現代の河川へと落ち込む谷地形が確認され、縄文時


代に堆積したと思われる層も確認された。その堆積層をとり除き、谷底まで確認するには、


深さをともなった掘削が必要であった。しかし、調査区が狭小であり、また崩落の危険が


伴うため、谷底までの掘削はあきらめざるを得なかった。


10月７日　　高屋試掘調査区（山部分）において、遺構の有無を確認するための試掘調査を開始する。


試掘トレンチを調査区に、ほぼ均等に配して掘削を行った。


11月中旬　　山部分での試掘調査の結果、縄文時代の住居跡、フラスコ状土坑等が発見され、それら


遺構の位置する部分に限り、試掘トレンチを拡張をして遺構精査を行った。


11月28日　　すべての発掘作業を終了し、発掘器材・出土品等を搬出した後、現地から撤収した。


12月９日　　所轄の警察署に文化財保護課から遺物発見届を提出した。


（２）整理・報告書作成作業の経過


　平成20年度の明戸・高屋遺跡発掘調査では、明戸遺跡で縄文時代の住居跡10軒、土坑10基、埋設土


器10基、縄文時代以降（縄文時代を含む）ピット129基、時期不明の溝跡１条、高屋遺跡で住居跡５軒、


土坑18基、ピット69基、マウンド１基が発見され、両遺跡あわせて、遺物が435箱（段ボール箱）出


土した。報告書刊行事業は平成21年度に実施することになったが、写真類の整理作業等は発掘作業終
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了後の平成20年11月に終了している。この他の整理・報告書作成作業は平成21年４月１日から平成22


年３月31日までの期間で行った。明戸遺跡、高屋遺跡は主に縄文時代の遺跡であり、遺物量の８割以


上が明戸遺跡の大型住居跡（SI-04）内凹地捨て場から出土した縄文時代前期後半〜中期初頭の土器・


石器が多い点を考慮して、これに応じた整理作業の工程を計画した。


　整理・報告書作成体制は、発掘調査体制に整理作業員６名を加えたものである。


　　　整理主体　　青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　　　　　　　　調査第一ＧＭ　　成田滋彦（報告書作成担当者）


　　　　　　　　　　　文化財保護主事　岩田安之（報告書作成担当者）


　　　　　　　　　　　調査補助員　　　梅田裕哉　工藤敬大


　　　　　　　　　　　整理作業員　　　山上松子　相馬良子　三上百子　鈴木さとみ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根川　恵　斉藤久子


　整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


　〔平成20年度〕


11月　　　　　写真類の整理作業と図面類の整理作業の一部を行った。写真類の整理作業は終了した。


12月〜３月　　遺物の洗浄、注記を行う。


　〔平成21年度〕


４月上旬〜　　遺物は洗浄・注記が終わった明戸遺跡と高屋遺跡に仕分けを行った後、順次接合・復


元作業を進めた。併せて遺構の検討・整理作業を開始した。


７月上旬〜　　石器類の選別作業を行い、石器の実測作業を開始する。


７月下旬　　　炭化物のサンプル等を整理して放射性炭素年代測定を委託した。


８月中旬　　　剥片石器108点を実測委託した。土器類の接合・復元作業が終了したため、報告書掲


載遺物の選別作業を行った。また火山灰の同定分析を依頼した。


８月中旬〜　　選別した報告書掲載遺物の実測・拓本等の図化作業を進めた。併せて遺物台帳等を作


成した。また、遺構実測図や遺構配置図・調査区域図等のトレースを行った。


８月下旬　　　水洗選別した土壌サンプルから出土した炭化種実の同定を依頼した。


９月下旬　　　選別した土器のうち111点を実測委託した。


11月下旬　　　剥片石器を30点実測委託した。


11月下旬〜　　遺構・遺物については、印刷用の版下を主にAdobe社製Creative Suiteを用いてデジ


タルで作成した。この間に、シルバーフォト、スタジオエイトに委託して報告書掲載遺


物の写真撮影を行い、写真図版を作成した。また、調査成果を総合的に検討して、報告


書の原稿作成を開始した。


１月上旬　　　原稿・版下等が揃ったため、報告書の割付・編集を行い、印刷業者を入札・選定して


入稿した。


３月29日　　　３回の校正を経て、報告書を刊行した。　　　　　　　　　　　　　　　　（岩田）
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日本地質学会会員　松山　力


１．奥入瀬川中流域南方の地形と地質の概要


　奥入瀬川中流域の南方地域は、脊梁山脈の東麓部から東方に次第に高度を低める丘陵地帯で、その


大部分は、並行して東〜北東方に流れる切田川、藤島川、藤島川の支流の小林川、後藤川、五戸川な


どによって浸食され、平坦面を失って起伏に富む山地状の地勢に変貌している。


　丘陵地帯の基盤は、第三紀中新世から第四紀更新世中期にかけての海成層を主とする堆積岩類や火


山岩・火山砕屑岩類で構成されている。


　基盤の浸食によって形成された河谷底や丘陵斜面の下部には、十和田火山の活動によって幾度かも


たらされた更新世後期の火砕流堆積物とその再堆積層が堆積して河岸段丘が形成されている。おもな


火砕流堆積物は、約5.5万年前の噴出とされる奥入瀬火砕流堆積物、およそ３万年前の噴出とされる


大不動火砕流堆積物、約1.3万年前の噴出とされる八戸火砕流堆積物である。


　これらの火砕流堆積物の間や上方には、火山灰や軽石などの降下火山砕屑物とこれらから生じた砂


塵や風化物、あるいは黄砂（レス）等から生じた褐色粘土質風化物層（いわゆるローム層）が挟まれ、


あるいは載り、最上部は黒色土（腐食土）層に漸移している。


２．遺跡の位置と直近域の地形・地質


　互いに隣接する明戸遺跡と高屋遺跡は、両遺跡の北東方約9.5㎞で奥入瀬川に合流する後藤川の左岸、


十和田市中心街の南方約10㎞の段丘上に位置している。


　後藤川は、脊梁山脈の十和田カルデラ東部外輪山の一つ、戸来岳山塊の北側尾根東側に源流を発す


る川で、東北東方に約14㎞下って遺跡周辺に達する。


　両遺跡周辺では、図２の南西から北東に流れる後藤川に沿って、幅60〜250ｍの谷底平野が続いて


いる。高屋集落を通り抜けて後藤川に合流する小河川や遺跡の北西方約２㎞を流れる小林川、南東方


1.2㎞付近を流れる小河川にも、同様な谷底平野が続いている。これらの谷底平野には、平坦面がよ


く残された更新世後期後半の段丘が断続している。


　図２は、明戸・高屋両遺跡を中央においた東西４㎞、南北３㎞の範囲の地形区分図である。


　浸食の進んでいる山地状の丘陵面を、急斜面（丘陵面）、頂部緩斜面（平頂面）、山腹・山麓緩斜面


に分けた。段丘の急斜面（段丘崖）は丘陵面の急斜面と一括し、幅・比高の小さいものは段丘面に含


めた。急斜面と緩斜面の区別は、国土地理院の２万５千分の１地形図で読み取った平均勾配ほぼ５分


の１（傾斜角で11〜12°）を目安としたものである。


　谷底部の平坦面は、三本木上位面、同下位面、沖積上位面、同下位面に分けた。


　三本木上位面は、大不動火砕流堆積物あるいは同時期の河成堆積物に、その二次堆積物あるいは八


戸火砕流堆積物などを載せていると思われる段丘面で、三本木段丘群（中川久夫、1968）の折茂段丘


に相当する段丘である。後述する理由で、十和田市教委の「明戸遺跡Ⅱ」（2007）に記載した中位面


の部分を修正したため、三本木段丘群最上位の柴山段丘面を含む可能性がある。


第２章　遺跡周辺の環境


第１節 遺跡周辺の地形・地質と遺跡層序
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図２　地形区分図
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　三本木下位面は、八戸火砕流堆積物またはその二次堆積物を主な構成層とする段丘面で、中川


（1968）の三本木段丘群の大和面に相当する。


　中掫軽石層を載せる段丘面を沖積上位面、中掫軽石層降下以後の段丘面を沖積下位面としたが、露


頭に乏しいため、今後の精査による再区分が望まれる。


　この地区の地質基盤は第三紀鮮新世の斗川層で、後藤川などの谷底や丘陵斜面下部には火砕流堆積


物や河成堆積物が載り、それらを降下型の八戸火山灰層や中掫軽石層が覆っている。


３．段丘と地層の名称引用と記述の変更について


　本報告作成中に、発掘調査の地形・地質担当者によって、用いる用語や引用文献・見解に違いがあり、


報告の比較に混乱が生じるのではと気づいた。そこで、いたずらに紙面を増やすようではあるが、例


えば明戸遺跡関係だけでも、二様の報告があり、また修正が必要なことから立項した。


　「明戸遺跡Ⅱ（2007）」で松山は、この地区の段丘面を、中位段丘面、低位段丘上位面、低位段丘下


位面に３分し、完新世の地形面を一括して沖積面として報告した。しかし中位段丘面とした部分は周


辺地域の高度分布からの推定によるもので、構成層を確認していない。面傾斜が低位段丘上位面から


遷移的に緩やかに増すところも多いので、本報告では一連の段丘面として修正した。しかし、中川


（1968）の柴山段丘を含む可能性は否定できない。残される課題としておきたい。


　段丘区分にあたってのもう一つの問題は、遺跡周辺の段丘名や段丘区分については研究者や研究


グループ間に異同があり、継続して十和田市教委が発行した「明戸遺跡Ⅱ（2007）」と「明戸遺跡Ⅲ


（2009）」でも取り扱いが異なっていることである（表１参照）。


　例えば島口は「明戸遺跡Ⅲ」で、松山が「明戸遺跡Ⅱ」で低位段丘下位面として報告した段丘面を、


十和田面（工藤、2005、新称）として報告している。


　工藤（2005）によれば十和田面は、中川（1961）や東北地方第四紀研究グループ（1969）による三


本木段丘群の大和面、宮内（1985）による三本木面、水野・堀田（1989）によるⅡD面にほぼ相当す


明戸遺跡・高屋遺跡 
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ると述べている。


　東北地方第四紀研究グループのメンバーの中川（1968）は、大和段丘構成層について、「十和田市


赤沼付近では八戸浮石は浮石流凝灰岩相（八戸火砕流堆積物）を保って本層中に夾在（挟在）する」


とのべる一方で、「五藤川（後藤川の誤記）沿岸、十和田市南部の丘陵地域の河谷底などでも観察され、


八戸浮石（八戸火砕流凝灰岩）上面にいくらかの浸食間隙が観察されるところもあり…中略…大和砂


礫層は、八戸浮石の再堆積相を特徴とし、再堆積部が薄い場合、段丘は浮石流凝灰岩台地の性格を


もつ」と述べている。


　島口は「明戸遺跡Ⅲ」の報告の中で工藤（2005）の十和田面を引用して、「十和田面は大不動・八


戸両火砕流堆積物が埋積した谷の再浸食後に形成された段丘」と述べている。ところが今回の発掘調


査で、「明戸遺跡Ⅲ」11頁の第４図に記載された墓地（後藤川と高屋集落を抜ける谷の間に北東から


突き出す丘陵末端部東側斜面下）の南側空き地（「明戸遺跡Ⅲ」第４図の露頭１・２の場所）に接す


る県道145号線の東側深掘りで、下部に高館火山灰層上部を敷く降下相の八戸火山灰層が確認された。


つまりこの地点での十和田面は、八戸火砕流堆積物の浸食後の段丘面ではなくて、八戸火砕流堆積物


を構成層とすることになり、島口と矛盾する。矛盾しないとすれば、同深掘りの地層と、段丘面の関


連の解釈に問題があることになる。


　発生直後に土石流的堆積を反復したと見なされる八戸火砕流堆積物とその上の水成再堆積層の堆積


間隙の問題は、今後に残された課題である。


　十和田火山起源の火山砕屑物の地層名についても、用語の改訂や、研究者・研究グループの知見の


違いによって、ほぼ同一地層でありながら呼称が異なる場合が多くなった。


　例えば東北地方第四紀研究グループ（1969）による八戸浮石流凝灰岩は、最近は八戸火砕流堆積物


とか、軽石を多量に含むことから八戸軽石流堆積物とか八戸軽石流凝灰岩などと呼ばれ、工藤（2005）


は発生源の誤認を防ぐ意味で十和田八戸火砕流堆積物と呼んでいる。


　以上の諸事情と、隣接地域との対比に微妙な問題があることを考慮し、本報告に限って、図２の範


囲内の段丘面を三本木上位面、同下位面、沖積上位面、同下位面に分けることにした。火砕流起源の


堆積物の用語の内、従来の八戸浮石流凝灰岩や同義の十和田八戸火砕流堆積物を八戸火砕流堆積物、


大不動浮石流凝灰岩や同義の十和田大不動火砕流堆積物を大不動火砕流堆積物と呼ぶことにした。


　基盤の地層については、本地域の第三紀層を、岩井（1988）は第三紀鮮新世の市ノ渡層・川口砂岩


層として地質図を塗色し、工藤（2005）は斗川層として地質図を塗色している。


　市ノ渡層は七戸町の市ノ渡、川口砂岩層は十和田市川口の地名を取った第三紀鮮新世の地層名で


ある。「明戸遺跡Ⅱ」で松山は、この地層名を用いて報告している。


　一方、斗川層は、三戸町斗川の地名を取った鮮新世の地層名で、「明戸遺跡Ⅲ」で島口は、この地


層名を用いて報告している。本報告では工藤（2005）に従って斗川層としておく。市ノ渡層・川口砂


岩層と斗川層とは、ほぼ同時期の海成層であるので、対比上の時期的な問題はない。


４．遺跡の地形と土・地層


　高屋遺跡は、高屋集落の西南西方約4.5㎞の堤頭付近に流れを発し、高屋集落を通りぬけて後藤川


に合流する支流の最下流部、合流点の南東250ｍ付近の左岸側にある。また、明戸遺跡はその対岸、
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合流点の南々西300〜350ｍ付近に展開している。


（１）高屋遺跡


　東西に続く高屋集落の北半部の地盤は、背後の丘陵下部斜面に架かるように堆積している八戸火砕


流堆積物とその上を覆う黒色土（腐植土）層で、黒色土層中には中掫軽石層が挟まれている。


　発掘調査は高屋集落の東端部を通り抜ける県道145号線を挟むように県道に沿って行われ、土層は


地表から中掫軽石層までが確認されている。県道の西側は沖積下位面に相当し、東側は比高２〜４ｍ


の急斜面で接する三本木下位面にあたる。


　図３は、南の谷に下る県道の西に接する部分（下位面の縁）


の土層図である。


　ここでの土層は、盛土を除いて上からⅠ〜Ⅳ層の４層に区


分された。


　Ⅰ層は厚さ６〜25㎝の粘性に乏しい砂質黒褐色（10YR3/2）


土層で、粒径２〜８㎜の黄橙色（10YR8/6）や灰白色（10YR8/1


〜8/2）〜浅黄橙色（10YR8/3〜8/4）を呈する軽石粒が点在


している。


　Ⅱ層は厚さ17〜42㎝の粘性にやや乏しい砂質黒色（10YR2/1）土層で、灰白色（10YR8/1）の堅い軽


石粒（粒径３〜20㎜）がまばらに混じっている。この軽石粒は十和田ｂ降下火山灰層に含まれる軽石


粒が散乱したものと思われる。下底面から８〜12㎝上には、最大の厚さ3.5㎝のにぶい黄橙色（10YR7/3）


〜浅黄橙色（10YR8/3）シルト状火山灰層が挟まれる。この火山灰層には砂粒大の砂粒大軽石粒も混


じり、十和田ａ降下火山灰層と思われる。


　Ⅲ層は厚さ12〜44㎝以上の粘性に乏しい砂質黒褐色（10YR3/2）土層で、明黄褐色（10YR6/6〜7/6）


軽石粒（粒径１〜４㎜）が下方ほど密に混合している。この軽石粒は、Ⅳ層の軽石層に由来するもの


である。


　Ⅳ層は、色調が、乾燥の度合いや風化の程度によって浅黄橙色（10YR8/3）、明黄褐色（10YR7/3）、


黄橙色（10YR7/8）、橙色（10YR6/8）などと遷移的に変化する黄色系軽石層で中掫軽石層と呼ばれる。


砂粒大〜粒径６㎜の黄色系軽石が密集し、未膠結で崩れやすい。


　中掫軽石層は、従来の年代測定法で5,500〜5,600年前の十和田火山の活動によって放出された軽石


層である。


（２）明戸遺跡


　明戸遺跡は、高屋遺跡を通り抜ける後藤川支流右岸側の沖積上位面から後藤川左岸の三本木下位面


にかけて広がっている。沖積上位面と三本木下位面との隣接部は、沖積上位面堆積物の上に河川氾濫


堆積物（島口、2009）が載っているので高度差がほとんどないように見える。


　今回調査された部分では、遺構の切り合いや土層の攪乱が多く、標準的な土層序を確認できなかっ


たので、先に隣接部で十和田市教委が調査したデータと松山の観察をまとめて「明戸遺跡Ⅱ」に報告


した土層序を、以下にほぼそのまま引用する。


　この調査では土層は上からⅠ〜Ⅸ層の９層に区分され、Ⅲ層はさらにⅢa〜Ⅲcの３層に区分されて


いる。Ⅰ〜Ⅳ層はそのまま、Ⅳ層まで確認できた同記号の高屋遺跡の土層に対比してよい。


明戸遺跡・高屋遺跡 
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　Ⅰ層は厚さが６〜18㎝の黒褐色（10YR3/2）土層で、粒径１


〜５㎝の軽石粒が点在している。


　Ⅱ層は厚さが20〜30㎝の黒褐色（10YR2/2）土層で、粒径１


〜５cmの軽石粒が散らばっている。


　Ⅲa層は厚さが18〜24㎝の黒色（10YR1.7/1）土層で、粒径２


〜５㎜の軽石粒が大量に混入している。


　Ⅲb層は厚さが14〜20㎝の黒褐色（10YR2/2）土層で、粒径２


〜５㎝の軽石粒が点在している。


　Ⅲc層は厚さが10〜14㎝の灰黄褐色（10YR5/2）土層で、粒径


２〜７㎜の軽石粒が散らばり、また径３〜５㎜の炭化物が散ら


ばっている。


　Ⅳ層は中掫軽石層である。厚さが45〜70㎝の浅黄橙色（10YR


8/3）〜黄褐色（10YR8/5）砂状軽石層で、膠結が進んでないの


で崩れやすい。


　Ⅴ層は厚さが32〜36㎝の黒褐色（10YR3/1）土層で、粒径１


〜５㎜（最大20㎜）の軽石粒がやや多く散らばっている。


　Ⅵ層は厚さ45〜56㎝の黒色（10YR2/1）土層で、粒径１〜30


㎜の軽石粒が多量に混入している。


　Ⅶ層は厚さが42〜54㎝の土層で、上部の黒色（10YR2/1）土


層から下部のにぶい黄褐色（10YR4/3）土層へと漸移する。粒


径１〜15㎜の軽石粒が多量に含まれている。


　Ⅷ層は厚さが22㎝以上の黄橙色（10YR6/8）風成火山灰層で、


八戸火山灰層の最上部に相当する。ここまでが河成段丘堆積物


を覆う土・地層である。


　Ⅸ層は、ボーリング資料によると厚さが120㎝の砂層で、そ


の下位には、粘土層や砂礫層などの段丘構成層が重なり合って


いる。


　今回の調査で深掘りされた県道145号線の東側に接する土・


地層（図４−２、文中のＡ〜Ｓは同図の土層記号）は、中掫軽


石層を含むⅥ層の上の土層が削剥されて盛土で整地されていて、


Ⅶ層以下のみが見受けられた。深掘りの西側断面の横幅２ｍを


とってみると、北側（右側）の横幅数十㎝を除いて、中央部が


下方に垂れるように撓んでいて、小さな埋没谷の存在を思わせる。


　Ⅶ層以下の厚さ190㎝ほどの断面の中位には、厚さ38〜56㎝


の降下相の八戸火山灰層があり、下部（Ｅの下部）が厚さ12〜


18㎝の灰白色（10YR8/1）軽石粒まじり砂質粘土状火山灰、中


央部（Ｅの上部）が厚さ９〜14㎝で左方がレンズ状に消える淡


第２章　遺跡周辺の環境 


図４−1　明戸遺跡基本土層序


　　　　（参考資料）
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黄橙色（10YR8/4）軽石粒まじり砂質粘土状火山灰、上


部（Ｄ）が左方で厚さを増して下方にふくらむ厚さ18〜


55㎝の軽石層で構成されている。


　八戸火山灰層の上方の土層は、下から上に、厚さ50〜


58㎝の褐色（10YR4/6）砂状粘土化火山灰層（Ｃ）、厚さ


35〜40㎝の灰黄褐色（10YR4/2〜5/2）砂質土層（Ｂ）、


厚さ40㎝前後のにぶい褐色（7.5YR6/3）土層（Ａ）とな


っている。


　八戸火山灰層を載せる下位層は、最上部が厚さ10〜16


㎝のにぶい黄橙色（10YR6/3）粘土化火山灰層（Ｆ）と


なっており、上限部に厚さ３㎝以下の灰黄褐色（10YR4/2）


風化帯を伴うことから、八戸火山灰層とは不整合で、高


館火山灰層最上部の風成層である。


　これより下位の地層（Ｇ〜Ｓ）は厚さ数〜数十㎝で重


なり合う火山砕屑物起源の水成の砂層、シルト層、粘


土層、軽石層などで、大不動火砕流凝灰岩の再堆積層


と推定される。


　遺跡の北部には、三本木下位面とほぼ同じ高度で、Ⅲ


層の下位に、八戸火砕流堆積物や中掫軽石層などの軽石・


火山灰・火山岩片などで構成される斜交層理の発達した


崩れやすい地層が見られる。島口（2009）はこの面を河


川氾濫原と呼び、中掫軽石層の降下時期に前後して複数回起こった河川氾濫による堆積物と指摘して


いるが、この指摘はまさにその通りと思われる。


５．引用・参考文献


中川久夫（1961）、本邦太平洋沿岸地方における海水準静的変化と第四紀編年、東北大学理学部地質


学古生物学教室研究邦文報告、no.54


中川久夫（1968）、南部中央地区地質調査報告書、東北農政局計画部


東北地方第四紀研究グループ（1969）、東北地方における第四紀海水準変化、地団研専報


宮内崇裕（1985）、上北平野の段丘と第四紀地殻変動、地理学評論・vol.58（Ser.A）


岩井武彦（1988）、土地分類基本調査「十和田」、Ⅱ、表層地質図、青森県


水野　裕・堀田報誠（1989）、土地分類基本調査「十和田」、Ⅰ、地形分類図、青森県


工藤　崇（2005）、十和田地域の地質、地域地質研究報告、産総研・地質調査総合センター


松山　力（2007）、明戸遺跡Ⅱ、十和田市埋蔵文化財調査報告書第13集、十和田市教育委員会


島口　天（2009）、明戸遺跡Ⅲ、十和田市埋蔵文化財調査報告書第14集、十和田市教育委員会


明戸遺跡・高屋遺跡 


図４−２　明戸遺跡Ａ−１区


　　　　　深掘り部分地質土層図


0 S=1:60 2m
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　十和田市には、現在176の遺跡が登録されている（平成21年３月『青森県遺跡地図』）。明戸遺跡（新


遺跡番号206029）、高屋遺跡（206070）は後藤川の左岸に形成された河岸段丘上に位置しており、標


高は110〜130ｍである。明戸遺跡と高屋遺跡は後藤川に合流する小河川の通称大沢によって分けられ、


それぞれ大沢の南側と北側に位置する。ここでは後藤川流域とその周辺で確認されている遺跡を紹介


する。


　本遺跡よりも上流域で発見されている縄文時代の遺跡には、川原（１）、川原（２）、赤平（１）遺跡が


ある。川原（１）遺跡では国指定重要文化財の晩期に属する壺形土器（青森県立郷土館所蔵）が表面採


集されている。明戸遺跡で発見された縄文時代前期後半〜中期前半と同時期の集落遺跡は、後藤川流


域ではよく分かっていないが、南を流れる五戸川左岸の河岸段丘上には西張平遺跡が同時期のもので


ある。本遺跡は、十和田市ではなく五戸町に所在するが、平成15〜17年の３ヶ年にわたって調査され


ており、青森県教育委員会によってすでに報告書が刊行されている（青森県埋蔵文化財調査報告書第


416集、第436集）。西張平遺跡は前期後半〜中期初頭を主体とする集落跡で、大型の住居跡も発見さ


れており、当該時期における明戸遺跡の集落との関連性が考えられる。


　平安時代の遺跡では、後藤川下流左岸に下屋敷遺跡がある。平成12年に十和田市教育委員会によっ


て発掘調査が行われ、未報告であるが平安時代に属する竪穴住居跡等が発見されている。


　中世には館跡が確認されており、後藤川の北を流れる藤島川の左岸、大不動集落の西端には大不動


館跡が位置し、郭や丘陵を縦断する堀切が残る。また米田館跡は米田集落の西方500ｍの丘陵先端部


にあり、郭や堀が残存する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩田）


文献


青森県教育委員会　『西張平遺跡』　青森県埋蔵文化財調査報告第416集


青森県教育委員会　『西張平遺跡Ⅱ』　青森県埋蔵文化財調査報告第436集


十和田市教育委員会　2007　『明戸遺跡Ⅱ』　十和田市埋蔵文化財発掘調査報告書第13集


第２節 周辺の遺跡（図５）


第２章　遺跡周辺の環境 
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１．住居跡


　今回の調査区から発見された住居跡は10軒である。住居跡から発見される遺物は、住居の使用時を


直接的に示すものはほとんどないが、調査区から出土した土器の所属時期として縄文時代前期中葉〜


後期まで出土している。


第１号住居跡（SI-01）（図８）


【位置・確認】ⅠO-09〜ⅠP-10グリッドに位置する。第Ⅳ層上面で確認された。上部は近代以降の水


田造成の削平によって壊されていたため、床面と考えられる硬化面が部分的に確認された。その硬化


面を取り囲むように壁溝の痕跡が発見されたため、住居跡と認定した。


【形態・規模】長径（372）㎝、短径273㎝の楕円形を呈する。確認面からの深さは14㎝である。


【壁・床面】近代以降に行われた削平のためもあり、壁面は確認されなかった。部分的に確認される


硬化面は第Ⅴ層の類似層であり、第1a,1b層の範囲として確認された。この硬化面もおそらく攪乱を


受けているため、部分的に確認された状況と推測される。第Ⅳ層の中掫軽石層が露出している標高の


低い箇所では、第Ⅴ層を第Ⅳ層の上に貼って床面としており、いわゆる天地返しの状態で確認された。


標高が高く第Ⅴ層が露出している箇所ではそのまま第Ⅴ層を床面にしている状態が確認された。住居


跡の範囲内では、部分的に粘土あるいは灰のようなものが発見されている。


【堆積土】２層に分層した。1a,1b層に土の違いはほとんど確認されなかったため、セクション図で


は同層として扱った。


【柱穴・土坑など】柱穴と思われるピットは13基確認された。ピット内の堆積土は、ほとんどが基本


層序第Ⅳ層の中掫軽石層が黒っぽく汚れた土層を主体としている。深いものでも40㎝を超えるものは


２基のみであるため、柱穴であれば簡単な柱穴であったことが推測される。 Pit１と Pit８が40㎝を


超える深さの２基であるため、主柱穴であった可能性があるが確証はない。壁溝は括弧（ ）形に確


認され、全周しない。壁溝内にも柱穴内の堆積土と同様の汚れた中掫軽石が堆積していた。


【炉】確認されなかった。


【出土遺物】床面上の堆積土は近代以降の撹乱土が多かったため、直接的に住居に伴うものはないが、


住居周辺からは、遺構のない箇所と比較して一定量の遺物が出土しており、縄文時代前期末に属する


土器片、有茎石鏃、石匙、石皿、平滑に磨った軽石製品が確認されている。住居跡の北西にある


S-1（図８−７）は石皿である。なお、晩期に属する台付浅鉢と推測される土器も出土している。


【小結】住居に直接的に伴う遺物が確認できないため、詳細な時期は不明であるが、縄文時代に属す


ることは、周辺の遺物からほぼまちがいないであろう。断定はできないが、楕円の長軸端に１本ずつ


主柱のある２本主柱穴をもった住居跡であると推測される。このような２本主柱タイプで楕円形の住


居跡は、西張平遺跡の縄文時代前期中葉〜後葉期によくみられるとされる。十和田市教育委員会が


2007年に報告した『明戸遺跡Ⅱ』の第３号竪穴住居跡も類似している。　　　　　　　　　（岩田）


第３章　明戸遺跡


第１節 縄文時代の遺構と出土遺物


第３章　明戸遺跡 
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図７　明戸遺跡遺構配置図
※埋設土器の配置は図12に記載
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第２号住居跡（SI-02）（図９・10）


【位置・確認】ⅠQ-10〜ⅠR-11グリッドに位置する。第Ⅱ層中で確認された。【形態・規模】調査区


東壁沿いで確認されたため全容は不明である。残存部で長径（403）㎝、短径（112）㎝である。確認面か


らの深さは95㎝である。【壁・床面】壁は垂直に立ち上がる部分と開きながら立ち上がる部分がある。


開きながら立ち上がる部分は軽石層である基本層序第Ⅳ層の崩落により、本来は垂直に近かった壁が


開いてしまったとも想定される。床面が確認され、非常に固くしまる。床は第Ⅴ層類似土で構築され


ている。【堆積土】14層に分層した。住居跡の南側には、住居を構築する際掘り上げた土と推測され


る第Ⅳ層と第Ⅴ層が混じり合った土が確認された（Ⅱ−２層）。下層は汚れた第Ⅳ層が堆積しており、


遺物もほとんど含まれなかった。３層から上層は黒褐色土〜黒色土が堆積しており、その中には焼土


や炭化物が多く確認され、土器・石器の出土も多かった。第４、６号住居跡で確認された、住居廃絶


後の凹地に捨て場が形成された状態を表している可能性が高い。【柱穴・土坑など】壁溝が住居跡下


端沿いに巡り、壁溝内に等間隔状に壁柱穴が８基確認された。また、住居跡上端沿いにも柱穴と推測


されるピットが住居上端を巡るように確認された。【炉】確認されなかった。【出土遺物】遺物は主に


３層を含む上位層から出土しているため、住居跡廃棄後の凹地埋没過程で、廃棄、混在したものであ


ろう。よって住居機能時に直接関連するものではない。土器、石器のほかにコハク、焼骨片が出土し


ている。土器は全形をうかがい知れるものはないが、おおむね前期後半に属する土器である。図10−


10は後期前葉に属すると推測される。石器は、石鏃、石匙、石錐、敲磨器類が出土している。１層か


らは黒曜石製の石槍が出土した（図10−14）。溝のある軽石製品も出土している。また１層から親指


程度の粘土塊が出土している（図10−23）。３層の焼土を伴う廃棄された土壌から、少量のオニグル


ミ核、ウルシ属内果皮、タイ科の遊離歯が検出されており、硬化した床の土壌からは、少量のオニグ


ルミ核、エノキグサ種子、キランソウ属果実が検出されている（第５章第４節参照）。【小結】住居と


して使用された時期に伴う遺物はないが、掘りこみの深い竪穴住居跡で、壁溝と壁柱穴が巡るタイ


プは、SI-04a、bと同じである。廃絶後の初期堆積後に捨て場として利用されているのも類似している。


３層以上から遺物、焼土、炭化物が多く出土したため、廃棄物層と思われる。　　　　　　（岩田）


第３号住居跡（SI-03）（図11）


【位置・確認】ⅠR-13グリッドに位置する。第Ⅳ層上面で確認された。SI-03aと03bに分かれ、03a


が新しい。【形態・規模】調査区東壁沿いで確認されたため全容は不明である。残存部で長径（430）㎝、


短径（55）㎝である。確認面からの深さは03aは76㎝、03bは44㎝である。【壁・床面】壁は03aは50〜


60°、03bは35°で立ち上がる。床面が確認され、非常に固くしまる。床は第Ⅴ層類似土で構築されて


いる。【堆積土】SI-03aは４層、SI-03bも３層に分層されるが、全体的にくぼみ状になったところを


１層が覆うように堆積する。よって、新しい段階のSI-03aの機能時にはSI-03bは埋まっていたが、そ


の部分は多少本来の地表面よりくぼんでいたことが想定される。【柱穴・土坑など】壁溝は確認され


なかった。床面で確認された柱穴と推測されるピットはSI-03aに伴うと考えられるものが４基、SI-


03bに伴うものが１基確認された。また壁の上端に沿って第Ⅳ層を抉るような形態で柱穴のようなく


ぼみが確認された。SI-02でも同様に上端に沿った柱穴が確認されている。【炉】確認されなかった。


【出土遺物】主に前期後半に属する土器が出土している。いずれも２層を含む上位層で出土した。こ


第３章　明戸遺跡 
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れらも住居機能時の遺物ではなく、埋没時に伴うものである。【小結】壁溝は巡らず、全容も全く不


明であるが、出土位置がSI-02と近いことと、掘りこみが深いことから、SI-02と03は類似した住居跡


であると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩田）


第４号住居跡（SI-04）（図12〜69）（第７章まとめ図128）


【概要】第４号住居跡は、３軒の住居跡の総称で、同じ場所で位置をずらしながら発見された。３軒


は層位的に新旧関係を有して発見され、それぞれ古い方から順に、SI-04a、SI-04b、SI-04cとなる。


第４a号住居跡（SI-04a）


【位置・確認】ⅠO-29〜ⅠR-31グリッドに位置する。第Ⅱ層中〜第Ⅳ層上面で確認された。【形態・


規模】東と西部分は調査区域外であるが、東部分の調査区壁付近では、住居跡の壁の収束するカーブ


が確認された。住居跡の西端は確認されなかったが、東端と同様の形態を示すならば住居跡全体の平


面形は長楕円形になる。長径（13.5）ｍ、短径が上端8.5ｍ、下端8.0ｍである。長軸はほぼ東西である。


【壁・床面】南壁は45°〜80°、北壁は80°である。北壁が斜面上方にあたるため、住居廃絶後の崩落


が大きく、本来の壁の立ち上がり角度よりも緩やかになってしまっていると推測される。床面があり、


非常に固くしまる。斜面下方の住居の北部では、第Ⅴ層類似の貼床下に基本層序第Ⅳ層類似の汚れた


中掫軽石層が確認された。南部にあたる斜面上方では、第Ⅴ層をそのまま固く叩き締めた床面が確認
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された。斜面下方の床下に中掫軽石を敷き、その上に第Ⅴ層類似の床を貼るのは、床面を水平にする


ための行為である可能性が高い。湿気対策の可能性もあるが推測の域をでない。掘り上げ土上面が本


住居機能時の地表面である可能性が高いため、そこから床面までの深さは160㎝である。【新旧関係】


SI-04b、04cと新旧関係にあり、本住居跡が古い。【堆積土】堆積の順番としては、


１）住居廃絶後に、周辺の住居機能時に近い時期の旧表土や壁の崩落土などが、住居周囲から住居内


に流入して、初期堆積土が形成される。


２）SI-04b機能時に形成された凹地内の硬化面が形成される。


３）一番上に形成された層は、SI-04a、SI-04b、SI-04cがすべて廃絶した後の凹地に土器・石器等が


廃棄された層である。


　　その上は近現代の耕作による攪乱層であるため、主に上記の３）段階の遺物が攪乱されている。


【柱穴・土坑など】SI-04aに伴う主柱穴は６基確認された（第７章まとめ図128）。見かけ上、SI-04b


に伴う位置にあるPit08、Pit10・11主柱穴は、SI-04bの貼床を剥いだ後に確認されたものである。


つまりSI-04b機能時には存在せず、SI-04bに伴うものではない。SI-04bの貼床でパックされた柱穴の


うち位置関係のつじつまの合うものに関してSI-04aに伴う主柱穴とした。その結果、Pit01、02、03、


04、08、10・11をSI-04aの主柱穴とした。断面は上端が開く円筒状となる。掘り方を版築状に充填し


た状態の確認されるピットもある。壁沿いの床面には壁柱穴と壁溝が巡る。【炉】炉は地床炉がほぼ


長軸中心線上に２基確認された。床面の皿状に凹んだ箇所に焼土が確認されている。【出土遺物】第


４a号住居機能時に伴う遺物はない。住居廃絶後凹地が捨て場として利用されたものと考えられ、そ


こから出土した遺物に関しては後述する。土器は主に円筒下層ｄ式である。


第４b号住居跡（SI-04b）


【位置・確認】ⅠO-29〜ⅠP-31グリッドに位置する。【形態・規模】東端は調査区内で確認されたが、


西端は調査区西側に延びるため確認できなかった。しかし、壁柱穴の並び方から円形もしくは楕円形


を呈すると推測される。上部は現代の道造成のため削平されており、確認面からの深さは30㎝と浅い


が実際はもっと深かったと推測される。【壁・床面】壁の上部は中掫軽石層（第Ⅳ層）、下部は南部軽


石相当層の黒色土（第Ⅴ層）で構成されている。基本層序第Ⅳ層の中掫軽石層は崩れやすいため、崩


壊が起こりやすい。住居内の初期堆積は、第Ⅳ層が主体であるため、崩落が起こった際の堆積も含ま


れている。よって壁の立ち上がりは、本来より緩やかになっている状態と推測される。第Ⅴ層部分の


立ち上がりは110°である。貼床面は非常に固くしまり、赤褐色に変色している箇所も見受けられた。


【新旧関係】SI-04aと新旧関係にあり、SI-04aの堆積土を切って構築されているため、SI-04aより新


しい。【堆積土】床面直上から多くの炭化物とともに、廃棄されたと推測される遺物が出土した。大


きく２層に分けられる。このSI-04bベルトセクション図に表現される２層（図14）は固くしまって


おり、含まれている遺物も少ない。住居東端に向かってスロープ状に堆積していることから、本住居


跡の出入口部分であった可能性もある。その付近に壁溝が存在しないことも出入口であることの証拠


となる事実である。その上層は住居廃絶後の凹地部分に形成された捨て場層である。また、床面直上


では炭化物が層状に確認されたため、住居を構成していた木材などが炭化したものも含まれている可


能性がある。【柱穴・土坑など】SI-04bに伴う主柱穴が２基確認された（図128）。これらをSI-04bの
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主柱穴とした根拠は、規模・位置的に整合的であることと、主柱穴部分のみSI-04bの貼床が確認され


なかったためである。上述しているが、これとは逆に、SI-04bの貼床を剥いでから発見された主柱


穴は、SI-04aに伴うものとして判断している。SI-04bSK-02とSI-04bSK-03（当初土坑と判断したため、


SKとして名称を付してある）がそれにあたる。SI-04bは調査区外にその範囲が延びるため、調査区外


にも主柱穴の存在する可能性が高い。柱穴本体脇には掘り方があり、掘り方内は版築状に突き固めた


堆積状態が確認されている。主柱穴内にも土器などの廃棄物が入っており、貼床上と同様の状況が確


認された。他に不整楕円形の浅い凹みが発見されたが、性格は不明である（SI-04bSK-01）。壁沿いに


は壁柱穴と壁溝が巡る。【炉】地床炉が調査区西壁沿いで確認されている。ほぼ住居跡の中心線上に


位置している。床面から皿状に掘りくぼめた箇所に焼土層が確認されている。【出土遺物】本住居跡


に直接伴う遺物は確認されなかったが、本住居が廃絶された後、廃棄された遺物は土器・石器を中心


に多量に出土した。後述するが土器は主に円筒下層ｄ式である。1b層および1d層から骨角器（骨針類：


図55−９・10）が出土している。また覆土から動物遺存体が出土している。


第４c号住居跡（SI-04c）


【位置・確認】ⅠQ-29〜ⅠR-30グリッドに位置する。【形態・規模】SI-04aの堆積土を掘り込んで構


築された住居跡であり、円形を呈する。確認面からの深さは66㎝である。長径4.96ｍ、短径4.5ｍで


ある。【壁・床面】壁は137°で立ち上がる。貼床は確認できるが一様に固くしまるわけではなく、脆


く塊状になっている箇所もある。【新旧関係】SI-04aと新旧関係にあり、SI-04aの堆積土を切ってつ


くられているため、SI-04aより新しい。【堆積土】貼床上に周辺の土の流入や壁の崩落で形成された


初期堆積層があり、その後遺物を含んだ廃棄層がうすく何層にも形成される。床面は一様に平坦では


なく、中央が最も凹む状態であった。上部からの重みで中央部が凹んだ可能性もある。【柱穴・土坑


など】住居跡内に円形にピットが配置され、柱穴と思われる。【炉】床面上の住居中央部付近の皿状


の凹みに、焼土が並んで２箇所確認されたため、SI-04cの地床炉とした。炉１では焼土上に土器がつ


ぶれた状態で１個体確認された。炉２は炉１よりひとまわり規模が小さく、南隣に円形に焼土が確認


された。【出土遺物】本住居跡に直接伴う遺物は確認されなかったが、本住居が廃絶された後、廃棄


された遺物は土器・石器を中心に多量に出土した。土器は主に円筒下層ｄ式である。地床炉直上で採


取した土壌サンプル中から骨角器（装飾品）（図35−５）が出土している。


第４号住居跡凹地捨て場出土遺物（図20〜69）（第６章　考察）


　上述したように、第４号住居跡機能時に伴う遺物はほとんどないと思われる。それらは第４号住居


跡廃絶後の凹地となった場所に形成された、いわゆる捨て場から出土した遺物である。


　第４号住居跡とした住居跡は本調査区では３軒で構成され、堆積土の新旧関係から、４a→４b→


４cの順序が確認されている。それら住居の廃絶後は第４c住居跡部分の凹地と第４b住居跡部分の凹


地の２箇所を中心に捨て場として利用されたと推測される。


　第４号住居跡に設定した南北ベルト・東西ベルトでは、出土遺物に標高と位置の情報をもたせたド


ットとして取り上げた。ベルトは細いため、そこから出土した遺物は、ベルトのセクションで作成さ


れた土層図に対応させることができる。その結果、ベルトの土層との対応関係をとらえることができ、
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層位ごとの遺物群を分けだすことが可能になる。この作業により、層ごとに含まれる遺物群を土層堆


積の新旧から、比較することができる。


南北ベルト


　主にSI-04a内の堆積土で構成される。堆積順は下のようになる。


１）SI-04a廃絶後に周辺の土壌が流入、壁が崩落した初期堆積土（４層主体）


２）初期堆積終了後の土壌化層（2g②,3層）


３）SI-04b構築時掘り上げ土（2g①層）


４）SI-04b機能時硬化面（2f②,2f③、2f④層）2f②層上面は東西ベルトSI-04bベルトの2b層上面に


対応する。


５）SI-04b廃絶後土壌化層（2f①層）


６）SI-04a,b内捨て場層（1，2層）


東西ベルト


　主にSI-04aとSI-04c廃絶後の凹地内に廃棄された遺物群である。


１）SI-04a廃絶後の初期堆積土（Ⅱ-7d〜7f層）


２）SI-04b構築時の掘り上げ土（Ⅱ-7b・7c層）


３）SI-04b廃絶後土壌化土層（Ⅱ-7a層）→南北ベルト2f①層に対応


４）SI-04c廃絶後の初期堆積土（15層）


５）SI-04c廃絶後凹地への遺物廃棄層（1〜14層、Ⅱ-3a〜Ⅱ-6層）


　SI-04で最も古い堆積土から出土した遺物は、SI-04aPit02内堆積土から出土した図31−１である。


口縁部はゆるく外反し、全体的に長細い。口縁部には縄文押圧で山文様、胴部にはRLR斜縄文が表現


される。型式名でいえば、円筒下層ｃ式に近い特徴を有している。


　SI-04からは多くの出土遺物があるが、第６章の考察において出土遺物の分析を行っているため、


詳細な記述はそちらに譲りたい。


その他の出土遺物


　出土した石器として、剥片石器では、石鏃、石匙、石錐、石箆、不定形石器、両極剥離のある剥片、


微小剥離のある剥片が出土している。定形的な剥片石器では石鏃が最も多く出土している。次いで、


石匙、石箆の順である。礫石器では、磨製石斧、敲磨器類（スリ、タタキ、半円状扁平打製石器）、


打ち欠き痕のある礫、軽石製品が出土している。磨製石斧は、ほとんどが破損しており、タタキ石な


どに転用しているものも多くみられる。


　石製品として、ヒスイ製大珠、玉斧？、　状耳飾、岩偶などが出土している（図60）。図60−13・


14は長細い石の尖端部にスリの痕跡があることから、土器などの内面を磨くために使用された製品の


可能性がある。


　２層から加工痕のある骨片が出土している。
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　捨て場層の土壌を中心に、オニグルミ核、クリ子葉が検出されている（第５章第４節参照）。


【小結】南北ベルトでは、住居が埋没するまでの時間幅を考える材料として、下層から上層までの炭


化物６点に対して放射性炭素年代測定を行った。測定対象試料の考古学的脈絡の検討も必要であるが、


初期堆積から捨て場形成によってほぼ住居が埋没する時間幅は、おおむね100年と算出された（第５


章第１節参照）。出土遺物と確認された層位から、本遺構の帰属時期（住居機能時〜捨て場形成終了時）


は、縄文時代前期中葉〜末葉であると推測される。　　　　　　　　　　　　　　　（岩田・斉藤）


第５号竪穴住居跡（SI-05）（図70・71）


【位置・確認】ⅠQ-30,31,ⅠR-30グリッドに位置する。基本層序第Ⅱ層直下、第Ⅲ層上面で確認した。


【形態・規模】北東部が、調査区域外にかかるため全体形状は不明であるが、平面は不整円形、もし


くは楕円形を呈するものと推測される。長径（400）㎝、短径（380）㎝である。【壁・床面】壁は130°で


立ち上がる。床面は、ほぼ平坦に削られており、面積は確認された範囲で約8.4㎡に達する。全体的


に硬化の程度は弱い。壁は、緩やかに立ち上がり、検出面からの深さは約22㎝を測る。【新旧関係】


SI-04と新旧関係にあり、SI-05が新しい。また、堆積土の最上層には斜位土器埋設炉１基が検出され
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図20　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物１
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図21　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物２
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図22　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物３
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図23　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物４
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図24　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物５
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図25　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物１
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口縁内面に顔料付着
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図26　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物２
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図27　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物３
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図28　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物４
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図29　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物５
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図31　第４a号住居跡　Pit02出土遺物


ており、本遺構よりも新しい。【堆積土】３層に分層した。上部には、黒褐色土層が堆積しており、


中掫軽石が多量に混入している。【柱穴・土坑など】床面で総数６基の柱穴が検出されている。【炉】


亜角礫を10個円形に囲んだ石囲炉が検出されている。炉内には焼土の薄層がみられ、火床の厚さは約


７㎝である。【出土遺物】斜位土器埋設炉は後期初頭に属する深鉢であり、他にも床面や覆土から後


図30　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物６
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図32　第４b号住居跡凹地捨て場　出土遺物１
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図33　第４b号住居跡凹地捨て場　出土遺物２
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図34　第４b号住居跡凹地捨て場　出土遺物３
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図35　第４c号住居跡凹地捨て場　出土遺物
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期初頭に属する土器が出土している。図71−９・10は石囲炉の炉石に使用されていたものであり、


石皿・台石類を転用している。また、堆積土下部より、炭化したクルミがまとまって出土しているが、


これらについては、床面以下にある包含層から混入したものである可能性が高い。【小結】出土遺物、


炉の構造から、本遺構の帰属する時期は、縄文時代後期初頭と考えられる。　　　　（斉藤・岩田）


第６号竪穴住居跡（SI-06）（図72〜76）


【位置・確認】ⅠR-28,29グリッドに位置する。【形態・規模】平面は楕円形を呈する。長径（306）㎝、
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図36　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物１
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図37　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物２
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図38　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物３


3


1


4


5


2


0 10cmS=1:4


第３章　明戸遺跡 







―　54　― 


図39　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物４
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図40　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物５
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図41　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物６
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図42　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物７
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図43　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物８
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図44　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物９
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図45　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物10
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図46　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物11
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短径（304）㎝である。【壁・床面】壁は100°〜120°で立ち上がる。床面は、基本層序第Ⅴ層が固くし


まる。【新旧関係】SI-04aと新旧関係にあり、SI-06内上層に堆積した土はSI-04aの下に確認されたた


め埋没時期はSI-04aより古い。【堆積土】住居跡内に周辺の土の流入と壁の崩落土の混じった初期堆


積が終わった後の凹地に、土器・石器を主体とした廃棄物層が形成される。【柱穴・土坑など】長軸上


にピットが２基並んで確認され、壁沿いには壁柱穴と壁溝が巡る。【炉】炉は確認されなかった。本


住居跡は調査区外に延びているため、その部分に存在する可能性がある。【出土遺物】本住居跡に直


接伴う遺物は確認されなかったが、本住居が廃絶された後の初期堆積後、凹地となった箇所に、捨て
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図47　第４号住居跡凹地捨て場　出土遺物12
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図48　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物６
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図49　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物７
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図51　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物７


図50　第４号住居跡凹地捨て場　南北ベルト出土遺物８
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図52　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物８
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スリ


図55　第４b号住居跡凹地内捨て場　出土遺物２


図54　第４a号住居跡凹地内捨て場　出土遺物１


図53　第４号住居跡凹地捨て場　東西ベルト出土遺物９
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図56　第４b号住居跡凹地内捨て場　出土遺物３
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図57　第４号住居跡凹地内捨て場　出土遺物13
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図58　第４号住居跡凹地内捨て場　出土遺物14
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図59　第４号住居跡凹地内捨て場　出土遺物15
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図60　第４号住居跡凹地内捨て場　出土遺物16
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図61　第４号住居跡凹地内捨て場　出土遺物17
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第３章　明戸遺跡 


0 S=1:3 10cm


場となっていたことが確認された。廃棄された遺物は土器を中心に石器や動物遺存体等多量に出土


した。堆積土の切りあい関係から、SI-04a,b,c凹地捨て場に廃棄された遺物よりも古い廃棄物群で


ある。廃棄されていた土器は、型式でいえば円筒下層ｂ式〜ｃ式に属するものが出土している。また


石器では、石鏃、縦形石匙、半円状扁平打製石器、抉入扁平磨製石器、磨製石斧を転用した敲石、敲


石が出土している。特に石鏃は第４号住居跡凹地捨て場から出土したものと比べて長細いタイプが顕


著である（第６章第２節参照）。【小結】住居として使用された時期に伴う遺物はないが、SI-02,04と
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明戸遺跡・高屋遺跡 





